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令和５年１１月（第８回）教育研究評議会議事要旨 

 

日 時  令和５年１１月２２日（水）１３：３０～１４：１３ 

場 所  本部棟第一会議室（ウェブ会議システム「Microsoft Teams」を併用） 

出席者  ３５／３９ 

欠席者  窪木副理事、野上副理事、綾野副理事、横井副学長 

 

○ 前回議事要旨の確認 

令和５年１０月開催（第７回）の議事要旨について、原案のとおり確認された。 

 

○ 議 事 

１ 審議事項 

（１）学生の懲戒処分について（要回収資料） 

 菅理事から、資料１（机上配付資料）に基づき、学生の懲戒処分の解除について提

案があった。続けて、関係部局長から事案の詳細について説明があり、審議の結果、

原案のとおり承認された。 

 

（２）令和６年度以降のＬＭＳ運用方針およびｅポートフォリオ作成機能の実装におけ

る検討結果について 

 菅理事から、資料２に基づき、令和６年度以降のＬＭＳ運用方針およびｅポート

フォリオ作成機能の実装について、「教育におけるデジタルツール活用推進委員会」

で検討した結果について報告があった後、令和６年度以降のＬＭＳ運用方針として、

Ｃａｎｖａｓを停止しＭｏｏｄｌｅに一本化すること、また、ｅポートフォリオ作

成機能の実装について、学務情報システムにソフトウェアを導入することの提案が

あり、審議の結果、原案の方向で進めることが承認された。 

 

２ 報告事項 

（１）工学部及び医学部医学科の収容定員増について 

 三村理事から、資料３に基づき、工学部の収容定員増（６月の本会議で審議・承認）

及び医学部医学科の臨時定員増（９月の本会議で審議・承認）について、大学設置・

学校法人審議会における審議の結果、設置が「可」となったことの報告があった。 

 

（２）第４期中期計画に係る評価指標のモニタリング結果について 

 三村理事から、資料４に基づき、第４期中期計画に係る評価指標のモニタリングに

ついて、８月末時点で集計した結果、年度の目標値を下回る評価指標「１」が７件あ

ったが、年度末での達成に向けて概ね順調に進んでいること、また、多くの指標が年

度の目標値を概ね達成している「２」以上であることの報告があった。 

 さらに、評価「１」の基準が「数値目標の場合は８０％未満」と高水準のため、各

基準については、次年度以降に向けて見直す検討をしていること、今後のスケジュー

ルについて、１月末時点の進捗状況等のレビューを行う予定していることの説明があ

った。 
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（３）「研究准教授」の称号を付与した２名の教員について 

 佐藤法仁副理事から、資料５に基づき、認定要件に該当しているものと認めた２名

の者に「研究准教授」の称号を付与することとした旨、報告があった。 

 

３ その他 

（１）次回開催日について 

 次回は、１２月２０日（水）１３時３０分から開催することとなった。 

 

以 上  


